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研究者  (6) 生物工学科

担 当 科 目 生命科学史 /生物工学概論 /トピックゼミⅠ /トピックゼミⅡ /応用微生物学 /プレゼンテーション演習 /酵素有機化学 /工学部大学院
酵素化学工学

専 門 分 野 酵素化学工学 /応用微生物学 /有機化学

論文・報告

Kemp	elimination	catalyzed	by	naturally	occurring	aldoxime	dehydratases,	ChemBioChem,	18	（5）,	451-454	（2017）.
Effect	of	glycosylation	on	the	biocatalytic	properties	of	hydroxynitrile	 lyase	 from	the	passion	 fruit,	Passiflora	edulis	 -	a	comparison	of	
natural	and	recombinant	enzymes,	ChemBioChem,	18	（3）,	257-265	（2017）.
New	enzymatic	methods	 for	the	synthesis	of	primary	α-aminonitriles	and	unnatural	α-amino	acids	by	oxidative	cyanation	of	primary	
amine	with	D-amino	acid	oxidase	from	porcine	kidney,	Green	Chem.,19,	418-424	（2017）.	
Cyanide-free	and	broadly	applicable	enantioselective	synthetic	platform	for	chiral	nitriles	through	a	biocatalytic	approach,	Angew.	Chem.	
Int.	Ed.,	56	（40）,	12361-12366	（2017）.

著 書
Enzymes	in	aldoxime-nitrile	pathway:	versatile	tools	in	biocatalysis,	In	Future	directions	in	biocatalysis,	ver	2,	Elsevier,	New	York,	U.S.A.,	
Ed.	Tomoko	Matsuda,	Chapter	9,	pp173-187	（2017）.	
Recent	developments	in	amino	peptidases,	oxidases	and	racemases,	In	Biocatalysis-Green	Technology,	Ed.	Ramesh	Patel,	Chapter	19,	pp	
489-502	（2016）.

所 属 学 会
日本農芸化学会（昭50～）/日本生物工学会（昭52～）/アメリカ化学会（昭58～）/酵素工学研究会（昭59～）/バイオインダストリー協会（昭
59 ～）/有機合成化学協会（昭 63 ～）/ 日本化学会（平元～）/日本分子生物学会（平元～）/アメリカ生化学および分子生物学会（平 9～）/日
本生化学会（平 12 ～）/日本ビタミン学会（平 12 ～）

受賞（章）歴
有機合成化学奨励賞（平 2）/農芸化学奨励賞（平 3）/とやま賞（平 5）/日本化学会化学技術賞（平 16）/ 日本農芸化学会賞（平 20）/ バイオイン
ダストリー協会賞（平 20）/ 日本農芸化学会論文賞（平 21）/ 紫綬褒章（平 23）/ 富山新聞文化賞（平 25）/Enzyme	Engineering	Award（平 25）/
Biocat	Award（平 26）

学 外 活 動
Journal	of	Molecular	Catalysis	編集者（平7～）/Frontiers	of	Chemical	Engineering	in	China	編集者（平18～）/日本農芸化学会受賞選考委員
（平22～24）/日本ビタミン学会評議員（平20～）/JABEE	認定委員（平20～25）/酵素工学研究会長（平21～24）/ChemCatChem	編集委員（平25
～）/Industrial	Biotechnology編集委員（平25～）/Bioresources	and	Bioprocessing編集委員（平25～）/Current	Biotechnology編集委員（平27
～）	/JABEE理事（平27～）/日本農芸化学会フェロー（平27～）/日本農芸化学会監事（平29～）

現在の研究課題
研究課題：酵素・活性・分子の探索。すなわち、タンパク質の高次構造解析等の情報を、異種タンパク質の可溶性発現や酵素探索に有効利用する。また、
微生物、動植物由来の新規な酵素の探索と利用により、省エネルギーな物質生産のための工業プロセスや臨床検査技術の確立について研究。
活動状況としては、ドイツ：ビーレフェルト大学、イギリス：シェフィールド大学、タイ：プリンスオブソンクラ大学、マヒドン大学およびチェンマイ
大学、ロシア：モスクワ大学、中国：遵義医科大学等との共同研究を展開中。
共同研究キーワード
微生物 /植物 /動物酵素の産業利用、酵素を用いる健康診断 /医薬品中間体・有用物質生産

酵素化学工学講座

教　授
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（1952生）
農学博士
（京都大学・昭 57）

京都大学農学部農芸化学科卒（昭 50.3）/ 京都大学大学院農学研究科農芸
化学専攻博士課程修了（昭 55.3）/ アメリカパデュー大学薬学部およびオ
ハイオ州立大学理学部博士研究員（昭 57.4 ～ 59.3）/ 相模中央化学研究所
研究員 /副主任研究員（昭 59.4 ～平 2.3）/ 富山県立大学工学部助教授（平
2.4 ～ 7.3）/ 富山県立大学工学部教授（平 7.4 ～）/ 富山県立大学生物工学
研究センター所長（平 18.4 ～ 22.3）/ 富山県立大学附属図書館長（平 23）
/ERATO	浅野酵素活性分子プロジェクト研究総括（平 23 ～平 30）

■経   歴

担 当 科 目 酵素化学工学 /分子生物学 2/ グリーンケミストリー /トピックゼミ I/ 生化学演習 /生物工学実験 4
専 門 分 野 応用微生物学 /酵素化学工学 /分子生物学

論文 ･報告

「細胞性粘菌におけるミオシンⅡ非依存 /接着依存性の細胞質分裂に関わる遺伝子の同定と解析」（学位論文）
Novel	enzyme	family	found	in	filamentous	fungi	catalyzing	trans-4-hydroxylation	of	L-pipecolic	acid.	Appl.	
Environ.	Microbiol.	（2016）
Multi-enzymatic	synthesis	of	optically	pure	β-hydroxy	α-amino	acids.	Adv.	Synth.	Catal.	（2015）
Characteristics	and	biotechnology	applications	of	aliphatic	amino	acid	hydroxylases	belonging	to	the	Fe（II）
/alpha-ketoglutarate-dependent	dioxygenase	superfamily.	Appl.	Microbiol.	Biotechnol.	（2014）

特 許「4- ヒドロキシ -L- イソロイシンの製造法」（特許 5246639 号）　
所 属 学 会 日本生物工学会（平 17 ～）/日本農芸化学会（平 17 ～）/酵素工学研究会（平 18 ～）　

受 賞 歴
バイオインダストリー協会 2010 年度発酵と代謝研究奨励金（平 22.9）/ 新化学技術推進協会第２回新化学技
術研究奨励賞（平 25.5）/ 天野エンザイム第 14 回酵素応用シンポジウム研究奨励賞（平 25.6）/ 酵素工学研
究会平成 25 年度酵素工学奨励賞（平 25.10）

現在の研究課題
１．不斉酵素触媒による光学活性化合物の生産法開発
　　Fe（II）/ α KG依存性ジオキシゲナーゼ、シトクロム P450 モノオキシゲナーゼ、イミダーゼなどを用いた不斉
酵素反応により、光学活性な水酸基やアミノ基を構造中に含む医薬品中間体などの生産法開発を行っている。
２．酵素反応による高選択的な化学結合形成に関する研究
　　アルドラーゼやリボシルトランスフェラーゼを活用することで、炭素 - 炭素間結合や炭素 - 窒素間結合などを選択
的に形成する反応の検討を行っている。
３．新規微生物酵素の探索
　　多様性に富んだ微生物を対象としたスクリーニングの実施により、これまで知られていない酵素反応を新規に開拓
し、産業用途への応用開発を行っている。

共同研究キーワード
不斉酵素触媒 /化学結合形成 /微生物酵素 /微生物スクリーニング

酵素化学工学講座

准教授
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理学博士
	（北海道大学・平 15）

北海道大学理学部卒（平 9.3）/ 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻
修士課程修了（平 11.3）/ 同大学院理学研究科生物科学専攻博士課程単位
取得退学（平 14.9）/（一財）バイオインダストリー協会協和発酵分室博
士研究員（平 15.4 ～ 18.3）/ 京都大学大学院農学研究科産業微生物学講座
（寄附講座）特定助教（平 18.4 ～ 28.4）/ 同特定准教授（平 28.5 ～ 29.3）/
富山県立大学工学部准教授（平 29.4 ～）

■経   歴


